
 

 

 

2
3
4  

 

第 6-47 図(2) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ１，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(3) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ２，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(4) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ３，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(5) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ４，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(6) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ５，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(7) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ１，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(8) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ２，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(9) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ３，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47 図(10) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ４，第１ガラス固化体貯蔵建屋：西側地盤） 
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第 6-47図(11) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ａ，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47図(12) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ１，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47図(13) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ２，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47図(14) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ３，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47図(15) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ４，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47 図(16) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ５，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47 図(17) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ１，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47 図(18) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ２，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47 図(19) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ３，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47図(20) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ４，前処理建屋：中央地盤） 
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第 6-47図(21) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ａ，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(22) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ１，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(23) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ２，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47図(24) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ３，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(25) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ４，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47図(26) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｂ５，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(27) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ１，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47図(28) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ２，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(29) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ３，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 
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第 6-47 図(30) 建屋底面位置における地震動（Ｓｓ－Ｃ４，ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋：東側地盤） 



263 

 

 

 

第 7-1図(1) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ａと弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂの 

応答スペクトル（NS方向）  
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第 7-1図(2) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ａと弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂの 

応答スペクトル（EW方向）  
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第 7-1図(3) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ａと弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂの 

応答スペクトル（UD方向） 
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第 7-1図(4) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｃの応答スペクトル（水平方向） 
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第 7-1図(5) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｃの応答スペクトル（鉛直方向） 
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（a）Ｓｄ－ＡＨ 

 

 

（b）Ｓｄ－ＡＶ 

 

第 7-2図(1) 弾性設計用地震動Ｓｄ－ＡＨ，Ｓｄ－ＡＶの設計用模擬地震波の 

加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

（c）UD方向 

 

第 7-2図(2) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂ１の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

（c）UD方向 

 

第 7-2図(3) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂ２の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

（c）UD方向 

 

第 7-2図(4) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂ３の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

（c）UD方向 

 

 

第 7-2図(5) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂ４の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

（c）UD方向 

 

第 7-2図(6) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂ５の加速度時刻歴波形 
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（a）水平方向 

 

 

（b）鉛直方向 

 

第 7-2図(7) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｃ１の加速度時刻歴波形 
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（a）ダム軸方向 

 

（b）上下流方向 

 

（c）鉛直方向 

 

第 7-2図(8) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｃ２の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

（b）EW方向 

 

（c）UD方向 

 

第 7-2図(9) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｃ３の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

第 7-2図(10)  弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｃ４の加速度時刻歴波形 
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第 7-3図(1) プラントノースに方位変換後の弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂ（Ｂ１～Ｂ５）

の応答スペクトル（NS方向） 
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第 7-3図(2) プラントノースに方位変換後の弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂ（Ｂ１～Ｂ５）

の応答スペクトル（EW方向） 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

第 7-4図(1) プラントノースに方位変換後の弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂ１の加速度時刻

歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

第 7-4図(2) プラントノースに方位変換後の弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂ２の加速度時刻

歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

第 7-4図(3) プラントノースに方位変換後の弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂ３の加速度時刻

歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

第 7-4図(4) プラントノースに方位変換後の弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂ４の加速度時刻

歴波形 
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（a）NS方向 

 

 

（b）EW方向 

 

 

第 7-4図(5) プラントノースに方位変換後の弾性設計用地震動Ｓｄ－Ｂ５の加速度時刻

歴波形 
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第 7-5図(1) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の弾性設計用地震動 

Ｓｄ－Ｂ（Ｂ１～Ｂ５）の応答スペクトル（NS方向） 
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第 7-5図(2) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の弾性設計用地震動 

Ｓｄ－Ｂ（Ｂ１～Ｂ５）の応答スペクトル（EW方向） 
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（a）NS方向 

 

 
（b）EW方向 

 

 

第 7-6図(1) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の弾性設計用地震動Ｓｄ

－Ｂ１の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 
（b）EW方向 

 

 

第 7-6図(2) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の弾性設計用地震動Ｓｄ

－Ｂ２の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 
（b）EW方向 

 

 

第 7-6図(3) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の弾性設計用地震動Ｓｄ

－Ｂ３の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 
（b）EW方向 

 

 

第 7-6図(4) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の弾性設計用地震動Ｓｄ

－Ｂ４の加速度時刻歴波形 
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（a）NS方向 

 

 
（b）EW方向 

 

 

第 7-6図(5) 真北に対して時計回りに 27°の方向に方位変換後の弾性設計用地震動Ｓｄ

－Ｂ５の加速度時刻歴波形 
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第 7-7図 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ａと基準地震動Ｓ1の 

応答スペクトルの比較 
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第 7-8図(1) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ａ及びＳｄ-Ｂと 

一様ハザードスペクトルの比較（水平方向） 
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第 7-8図(2) 弾性設計用地震動Ｓｄ－Ａ及びＳｄ-Ｂと 

 一様ハザードスペクトルの比較（鉛直方向）  
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第 7-8図(3) 弾性設計用地震動Ｓｄ-Ｃと 

一様ハザードスペクトルの比較（水平方向） 
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第 7-8図(4) 弾性設計用地震動Ｓｄ-Ｃと 

一様ハザードスペクトルの比較（鉛直方向） 
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第 7-9図 最大入力加速度とスケルトン上の最大応答 
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地盤の支持性能に係る基本方針 
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1. 概要 

本資料は，「Ⅳ－１－１ 耐震設計の基本方針」のうち「2. 耐震設計の基本方針｣に基

づき，安全機能を有する施設の耐震安全性評価を実施するにあたり，評価対象施設を設置

する地盤の物理特性，強度特性及び変形特性の地盤物性値の設定並びに支持性能評価で

用いる地盤諸元の基本的な考え方を示したものである。 

重大事故等対処施設の基本方針については，重大事故等対処施設の申請に合わせて次

回以降に詳細を説明する。 
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2. 基本方針 

安全機能を有する施設において，対象施設を設置する地盤の物理特性，強度特性及び変

形特性の地盤物性値については，各種試験に基づき，解析用物性値として設定する。また，

設定する解析用物性値は，全応力解析及び有効応力解析に用いるものとし，必要に応じて

それぞれ設定する。全応力解析に用いる解析用物性値は，事業変更許可申請書（添付書類

四）に記載された値を用いることを基本とする。事業変更許可申請書に記載されていない

地盤の解析用物性値は，新たに設定する。 

対象施設を設置する地盤の地震時における支持性能の評価については，安全機能を有

する施設の耐震重要度分類に応じた地震力により地盤に作用する接地圧が，地盤の支持

力度に対して，妥当な余裕を有することを確認する。 

支持地盤の支持力度は，地盤工学会基準（JGS 1521-2003）地盤の平板載荷試験方法，

又は建築基礎構造設計指針（日本建築学会，2001）（以下「基礎指針2001」という。）の支

持力算定式に基づき，対象施設の支持地盤の室内試験結果から算定する方法から設定す

る。 

杭基礎の押込み力に対する支持力評価には，杭先端の支持岩盤の支持力並びに杭周面

地盤の改良地盤及び支持岩盤への杭根入れ部分の杭周面摩擦力により算定される極限支

持力を考慮する。 

杭基礎の引抜き力に対する支持力評価には，杭周面地盤の改良地盤及び支持岩盤への

杭根入れ部分の杭周面摩擦力により算定される極限支持力を考慮する。 

 

  



3 

3. 地盤の解析用物性値 

3.1 事業変更許可申請書に記載された解析用物性値 

事業変更許可申請書に記載された解析用物性値一覧表を第 3-1 表及び第 3-1 図に，

設定根拠を第 3-2 表に示す。事業変更許可申請書に記載された解析用物性値について

は，原位置試験及び室内試験から得られた各種物性値を基に設定した。 
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第 3-1 図（１） 変形特性のひずみ依存性（凝灰岩[Ttf]） 
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第 3-1 図（２） 変形特性のひずみ依存性（軽石凝灰岩[Tpt]） 
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第3-1図（３） 変形特性のひずみ依存性（砂質軽石凝灰岩[Tspt]） 
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（ｂ）減衰特性

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.0E-04 1.0E-03 1.0E-02 1.0E-01 1.0E+00 1.0E+01

正
規

化
せ

ん
断

弾
性

係
数

Ｇ
/
Ｇ

０

せん断ひずみ γ (％)

0

5

10

15

20

1.0E-04 1.0E-03 1.0E-02 1.0E-01 1.0E+00 1.0E+01

減
衰

率
ｈ

(％
)

せん断ひずみ γ (％)

 885.0
0 46.211 GG

  48.10302.0119.0  h

10-4 10-3 10-2 10-1 100 101

10-4 10-3 10-2 10-1 100 101



12 

 
 

第 3-1 図（４） 変形特性のひずみ依存性（泥岩(上部層)[Tmss]） 

（ａ）動的変形特性

（ｂ）減衰特性
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第 3-1 図（５） 変形特性のひずみ依存性（泥岩(下部層)[Tms]） 

（ａ）動的変形特性

（ｂ）減衰特性
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第 3-1 図（６） 変形特性のひずみ依存性（細粒砂岩[Tfs]） 

（ａ）動的変形特性

（ｂ）減衰特性
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第 3-1 図（７） 変形特性のひずみ依存性（凝灰質砂岩[Tts]） 

（ａ）動的変形特性

（ｂ）減衰特性
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第 3-1 図（８） 変形特性のひずみ依存性（軽石質砂岩[Tpps]） 

（ａ）動的変形特性

（ｂ）減衰特性
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第 3-1 図（９） 変形特性のひずみ依存性（粗粒砂岩[Tcs]） 

（ａ）動的変形特性

（ｂ）減衰特性
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第 3-1 図（10） 変形特性のひずみ依存性（砂岩・凝灰岩互層[Talst]） 

（ａ）動的変形特性

（ｂ）減衰特性
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第 3-1 図（11） 変形特性のひずみ依存性（礫混り砂岩[Tss]） 

（ａ）動的変形特性

（ｂ）減衰特性
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第 3-1 図（12） 変形特性のひずみ依存性（軽石混り砂岩[Tps]） 
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第 3-1 図（13） 変形特性のひずみ依存性（礫岩[Tcg]） 
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第 3-1 図（14） 変形特性のひずみ依存性（砂岩・泥岩互層[Talsm]） 
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第 3-1 図（15） 変形特性のひずみ依存性（ｆ－１断層） 
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第 3-1 図（16） 変形特性のひずみ依存性（ｆ－２断層） 
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第 3-1 図（17） 変形特性のひずみ依存性（風化岩） 
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第 3-1 図（18） 変形特性のひずみ依存性（新第三系鮮新統[PP1]） 
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第 3-1 図（19） 変形特性のひずみ依存性（第四系下部～中部更新統(六ヶ所層)[PP2]） 
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第 3-1 図（20） 変形特性のひずみ依存性（第四系中部更新統～完新統[PH]） 
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第 3-1 図（21） 変形特性のひずみ依存性（造成盛土[fl]） 
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第 3-1 図（22） 変形特性のひずみ依存性（埋戻し土[bk]） 
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第 3-1 図（23） 変形特性のひずみ依存性（流動化処理土Ａ） 
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3.2 事業変更許可申請書に記載されていない解析用物性値 

事業変更許可申請書に記載されていない解析用物性値の一覧表を第 3-3 表に，設定

根拠を第 3-4 表に示す。 

なお，地盤の物理的及び力学的特性は，日本産業規格（JIS）又は地盤工学会（JGS）

の基準に基づいた試験の結果から設定することとした。 

また，今回申請対象施設以外の解析用物性値については，当該施設の申請時において

示す。 

 

3.2.1 全応力解析に用いる解析用物性値 

建物・構築物の地震応答解析に用いる解析用物性値については，地盤の実態を考慮

し，直下又は近傍のボーリング結果に基づき設定する。 

 

3.2.2 有効応力解析に用いる解析用物性値 

建物・構築物の動的解析において，地震時における地盤の有効応力の変化に応じた

影響を考慮する場合は，有効応力解析を実施する。 

地盤の液状化強度特性は，代表性及び網羅性を踏まえた上で保守性を考慮し，包絡

値に設定する。 

 

3.2.3 その他の解析用物性値 

(1)MMR 

MMR（コンクリート）については，「原子力施設鉄筋コンクリート構造計算規準・

同解説（（社）日本建築学会，2005 年）」及び「原子力発電所耐震設計技術指針

JEAG4601-1987（（社）日本電気協会）」に基づき，解析用物性値を設定する。 

 

(2)改良地盤 

改良地盤については，原位置試験及び室内試験に基づき解析用物性値を設定す

る。 

また，「3.1 事業変更許可申請書に記載された解析用物性値」における流動化処

理土を含め，改良地盤は非液状化層とする。 
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第 3-3 表（１） 事業変更許可申請書に記載されていない解析用物性値 

（液状化検討対象層） 

 

 
 

第 3-3 表（２） 事業変更許可申請書に記載されていない解析用物性値 

（非液状化層） 

 

 
G：動せん断弾性係数（N/mm2），τ：せん断応力（N/mm2） 

 

  

湿潤密度
ρt

(g/cm3)

間隙率 n

粘着力
C u’
(kPa)

内部摩擦角
φu’
(°)

S波速度
Vs

（m/s）

動せん断
弾性係数

Ｇma

(kPa)

基準化拘束圧
σ' ma

(kPa)

ポアソン比 ν

履歴減衰
上限値

h max

変相角 φp

w 1

p 1

p 2

c 1

S 1

変形
特性

変形
特性

34.0

10.3

1.81

0.005

0.5

液状化
パラメータ

1.0

273

52.3

1.26×105

0.171

0.33

区 分
埋戻し土

bk

1.82＋0.0028Ｄ物理
特性

強度
特性

0

0.46

39.7

単位体積
重量

γt

(kN/m3)

初期せん断
弾性係数

Ｇ0

(N/mm2)

動ポア
ソン比

νd

区 分 改良地盤B

MMR（コンクリート）

（設計基準強度　14.7N/mm2）

物理
特性

16.9 23.0

動的
変形
特性

1,100 8,021

0.33 0.20

正規化せん
断弾性係数

Ｇ/Ｇ0
1

－
1＋0.4730(τ/0.001056/G0)

0.7120

減衰率 ｈ
2･0.7120(1-G/GO)

0.05
π(0.7120＋2)
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第 3-4 表（１） 事業変更許可申請書に記載されていない解析用物性値の設定根拠 

（液状化検討対象層） 

 

 

※：液状化による構造物被害予測プログラム FLIP に

おいて必要な各種パラメタの簡易設定法，港湾技

研資料 No.869（運輸省港湾技研研究所，1997 年） 

 

第 3-4 表（２） 事業変更許可申請書に記載されていない解析用物性値の設定根拠 

（非液状化層） 

 

 

Vs：S 波速度，Vp：P 波速度 

※1：鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説 2010（（社）日本建築学会，2010 年） 

※2：原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1987（（社）日本電気協会） 

湿潤密度
ρt

(g/cm
3
)

間隙率 n

粘着力
C u’
(kPa)

内部摩擦角
φu’
(°)

S波速度
Vs

（m/s）

動せん断
弾性係数

Ｇma

(kPa)

基準化拘束圧
σ' ma

(kPa)

ポアソン比 ν

履歴減衰
上限値

h max

変相角 φp

w 1

p 1

p 2

c 1

S 1

変形
特性

PS検層結果（平均値）

PS検層によるS波速度，
密度に基づき設定

PS検層実施範囲の平均値を設定

慣用値※

動的変形特性に
基づき設定

変形
特性 液状化

パラメータ

液状化試験結果に基づく
要素シミュレーション

により設定

区 分
埋戻し土

bk

物理
特性

強度
特性

物理試験に基づき設定

三軸圧縮試験

区 分 改良地盤B

MMR（コンクリート）

（設計基準強度　14.7N/mm2）

物理
特性

単位体積重量 湿潤密度試験 RC-N規準
＊1
に基づき

設計基準強度により設定

動的
変形
特性

初期せん断
弾性係数

　Vsの設計値及び
単位体積重量から算出

RC-N規準
＊1
に基づき

設計基準強度により設定

動ポアソン比
超音波速度測定による
Vp及びVsから算出 RC-N規準＊1に基づき設定

正規化せん
断弾性係数

繰返し三軸試験 －

減衰率 繰返し三軸試験 JEAG＊2の減衰定数
に基づき設定
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3.3 耐震評価における地下水位設定方針 

建物・構築物の耐震評価においては，周囲の地下水位の状況を踏まえた地下水位を設

定する。地下水位の設定にあたり，地下水による建物・構築物へ与える影響を低減させ

ることを目的として地下水排水設備を設置しているため，地下水排水設備に囲まれて

いる建物・構築物と地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物に区分して設定す

る。 

 

(1) 地下水排水設備に囲まれている建物・構築物 

建物・構築物の耐震評価において，地下水排水設備に囲まれている建物・構築物

については，基礎スラブ下端より深い位置に設置されている地下水排水設備の排

水による地下水位の低下を考慮し，設計用地下水位を基礎スラブ上端レベルに設

定する。 

 

(2) 地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物 

建物・構築物の耐震評価において，地下水排水設備の外側に配置される建物・構

築物の設計用地下水位は，耐震設計上安全側となるように地表面に設定する。 
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4. 地盤の支持力 

地盤の極限支持力は，地盤工学会基準（JGS 1521-2003）地盤の平板載荷試験方法，又

は基礎指針 2001 の支持力算定式に基づき設定する。 

なお，直接基礎の短期許容支持力度については，算定された極限支持力度の 2/3 倍とし

て設定する。 

 

4.1 直接基礎の支持力度 

直接基礎の支持力度については，当該施設直下の地盤を対象とした試験結果を適用

することを基本とする。安全冷却水Ｂ冷却塔の直接基礎の支持力度については，平成 11

年３月 29 日付け 11 安（核規）第 163 号にて認可を受けた設工認申請書に係る使用前

検査成績書における岩石試験結果を用いて，以下に示す基礎指針 2001 による算定式に

基づき設定する。 

MMR については，鷹架層と同等以上の力学特性を有することから，鷹架層の極限支持

力度を適用する。 

なお，今回申請対象施設以外の支持力度の設定については，当該施設の申請時におい

て示す。 

 

・基礎指針 2001 による極限支持力算定式 

qｕ＝iｃ・α・c・Nｃ＋iｒ・β・γ1・B・η・Nｒ＋iｑ・γ2・Dｆ・Nｑ 

 

qｕ： 単位面積あたりの極限鉛直支持力度（kN/m2） 

Nｃ，Nγ，Nｑ： 支持力係数 

c： 支持地盤の粘着力（kN/m2） 

γ1： 支持地盤の単位体積重量（kN/m3） 

γ2： 根入れ部分の土の単位体積重量（kN/m3） 

（γ1，γ2には，地下水位以下の場合には水中単位体積重量を用いる） 

α，β： 基礎の形状係数 

η： 基礎の寸法効果による補正係数 

iｃ，iγ，iｑ： 荷重の傾斜に対する補正係数 

B： 基礎幅（m） 

Dｆ： 根入れ深さ（m） 

 

4.2 杭基礎の支持力 

基礎指針2001による杭基礎における支持力算定式を以下に示す。 

杭基礎の押込み力に対する支持力評価には，杭先端の支持岩盤の支持力並びに杭周

面地盤の地盤改良体及び支持岩盤への杭根入れ部分の杭周面摩擦力により算定される
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極限支持力を考慮する。 

杭基礎の引抜き力に対する支持力評価には，杭周面地盤の地盤改良体及び支持岩盤

への杭根入れ部分の杭周面摩擦力により算定される極限支持力を考慮する。 

 

・基礎指針 2001 による極限支持力算定式 

Ru＝Rp＋Rf 

Ru： 極限支持力（kN） 

Rp： 極限先端支持力（kN） 

 Rp＝qp・Ap 

 qp：極限先端支持力度（kN/m2） 

 Ap：杭先端の閉塞断面積（m2） 

Rf： 極限周面摩擦力（kN） 

 Rf＝Rfs＋Rfc 

 Rfs：砂質土部分の極限周面摩擦力（kN） 

 Rfs＝τs・Ls・ψ 

 τs： 砂質土部分の極限周面摩擦力度(kN/m2) 

 Ls ： 砂質土部分の長さ（m） 

 ψ：  杭の周長（m） 

 Rfc：粘性土部分の極限周面摩擦力（kN） 

 Rfc＝τc・Lc・ψ 

 τc： 粘性土部分の極限周面摩擦力度(kN/m2) 

 Ls ： 粘性土部分の長さ（m） 

 

・基礎指針 2001 による最大引抜き抵抗力算定式 

RTU ＝(ΣτstiLsi＋ΣτctiLci)ψ＋W 

RTU： 最大引抜き抵抗力（kN） 

τsti： 砂質土の i層における杭引抜き時の最大周面摩擦力度（kN/m2）*1 

Lsi： 砂質土の i層における杭の長さ（m） 

τcti： 粘性土の i層における杭引抜き時の最大周面摩擦力度（kN/m2） 

Lci： 粘性土の i層における杭の長さ（m） 

ψ： 杭の周長（m） 

W： 杭の自重（kN）*2 

*1：押込み時の極限周面摩擦力度の 2/3 とする。 

*2：地下水位以下の部分については浮力を考慮する。 
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5. 地質断面図 

地震応答解析に用いる地質断面図は，評価対象地点近傍のボ－リング調査等の結果

に基づき，岩盤及び表層地盤の分布を設定し作成する。第 5-1 図に敷地内地質平面図を

示す。 

代表例として，第 5-1 図に示す断面位置の地質断面図を第 5-2 図に示す。 
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